
ISSN  18 8 2 − 69 9 7

和歌山県立
もん　　じょ　　かん

文書館だより文書館だより
第６６号　令和６年９月

明治22年水難者慰霊祭　田辺市龍神村柳瀬下柳瀬地区（令和6年8月18日）
135年前の明治22年水害で80人超が亡くなったとされる下柳瀬地区で慰霊祭が開催されました。
吉本区長が水害の概要説明をされ、大応寺住職が読経、参加者全員で焼香しました。
住職は過去帳を持参され、犠牲者全員の戒名を読み上げました。
最後に、餅蒔きをして解散しました。

龍神村域の明治22年水害 ……………………………………………………………………………… １
報告会「歴史から学ぶ防災2023―命と文化遺産を守る―」を田辺市教育委員会と共催 … ……… ６
令和５年度公文書の引継ぎ・収集…………………………………………………………………… ６
世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」登録20周年記念　高野山参詣資料の展示紹介 … ………… ７
令和５年度新収古文書の紹介………………………………………………………………………… ８

目 次

写真左　「明治廿二年水難者霊位」碑　　
写真右上　水難者慰霊祭の様子
写真右下　下柳瀬地区



第 66 号 ( 令和 6 年 9 月発行)和歌山県立文書館だより

3 2

♦ 

明
治
二
十
二
年
紀
伊
半
島
大
水
害

　
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
十
八
日

か
ら
二
十
日
に
か
け
て
四
国
か
ら
中
国
地
方
を

北
上
し
た
台
風
に
よ
る
大
雨
は
、
紀
伊
半
島
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
水
害
の
翌
明
治
二
十
三
年
に
和
歌
山
県
庁
が

発
行
し
た
記
録
集『
和
歌
山
県
水
害
記
事
』（
以

下
「『
水
害
記
事
』」）
に
よ
る
と
、
県
内
で
は

西
牟
婁
郡
、
日
高
郡
、
東
牟
婁
郡
を
中
心
に
死

者
一
、二
二
一
人
、
流
失
家
屋
三
、四
一
四
戸
、

建
物
全
・
半
壊
三
、一
九
五
戸
と
い
う
凄
ま
じ

さ
で
し
た
（
表
）。

　

令
和
四・
五
年

度
の
二
年
間
、
文

書
館
は
、
田
辺
市

の
う
ち
旧
龍
神

村
・
旧
中
辺
路
町
・

旧
本
宮
町
域
の
災

害
記
録
を
中
心
に

「
民
間
所
在
資
料

保
存
状
況
調
査
」

を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
同
調
査
成
果
か

ら
、
旧
龍
神
村
域
で
の
明
治
二
十
二
年
水
害
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
日
高
川
最
上
流
部
に
位
置

す
る
旧
龍
神
村
は
、
平
成

十
七
年
の
市
町
村
合
併
に
よ

り
現
田
辺
市
の
一
部
に
な
る

ま
で
は
日
高
郡
に
属
し
て
い

ま
し
た
。
旧
龍
神
村
域
は
、

明
治
二
十
二
年
水
害
時
点
で

は
、
日
高
川
上
流
部
か
ら
、

龍
神
村
（
以
下
、
本
稿
で
は

平
成
十
七
年
以
前
の
旧
龍
神

村
と
区
別
し
て「
元
龍
神
村
」

と
い
い
ま
す
。）・上か
み
さ
ん
じ

山
路
村・

中
山
路
村
・
下
山
路
村
と
い

う
、
四
つ
の
村
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
（
図
１
）。

　
『
水
害
記
事
』
に
よ
る
と
、

日
高
郡
域
全
体
の
死
者
は

二
一
九
人
で
、
西
牟
婁
郡
域

に
次
ぐ
多
さ
で
す
。山
崩
れ
の
数
も
二
番
目
で
、

堤
防
の
決
壊
・
破
損
箇
所
及
び
橋
梁
の
破
損
数

は
県
内
一
で
す
（
表
）。

　
特
に
大
き
な
死
者
を
出
し
た
場
所
と
し
て
は

 

・
日
高
川
下
流
域
の
堤
防
決
壊
・
大
洪
水
と

な
っ
た
御
坊
市
街
地
周
辺

 

・
同
中
流
域
、
三
七
戸
中
三
五
戸
が
流
失
し

た
矢
田
村
大
字
若
野
（
現
日
高
川
町
若
野
）

 

・
同
上
流
域
、
山
腹
崩
落
に
よ
る
土
砂
ダ
ム

発
生
と
そ
の
決
壊
に
よ
り
八
〇
人
超
が
死
亡

し
た
中
山
路
村
大
字
柳
瀬
（
現
田
辺
市
龍
神

村
柳
瀬
）
の
下
柳
瀬
地
区
（
表
紙
参
照
）

の
被
害
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

♦
水
害
当
時
の
旧
龍
神
村
域
の
報
道
・
情
報

　
水
害
直
後
、日
高
川
上
流
域
（
旧
龍
神
村
域
）

の
状
況
は
次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
川
上
村
〔
現
日
高
川
町
〕
よ
り
上
流
の

七
箇
村
（
戸
数
合
計
二
千
四
十
余
）
は
、

山
崩
れ
の
為た

め
道
路
全
く
塞ふ

さ
がり

、
米
穀
を

運
搬
す
る
の
途み
ち

絶
え
、
郡
役
所
に
て
は
清

川
村
〔
現
み
な
べ
町
〕
に
救き
ゅ
う
じ
ゅ
つ恤

支
部
を
置

き
、飯
米
の
運
搬
に
手
を
尽
し
居
れ
ど
も
、

単
身
の
歩
行
す
ら
尚な
お

出
来
難が

た

き
に
よ
り
、

目
前
に
餓
死
す
る
も
の
あ
る
を
控
ヘえ

な
が

ら
亦ま
た

如い
か
ん何

と
も
す
る
能あ

た
はわ

ず
、
其そ

の
惨
状

言
語
に
尽
し
難が
た

し
…
〔『
大
阪
朝
日
新
聞
』

明
治
二
十
二
年
八
月
二
十
九
日
、
ふ
り
が

な
・〔　
〕
内
注
は
引
用
者
（
以
下
同
）〕

…
日
高
郡
〔
元
〕
龍
神
村
と
い
ふう

は
、
大

和
国
十
津
川
郷
〔
現
奈
良
県
吉
野
郡
十
津

川
村
〕
に
程
近
き
所
に
て
、
有
名
た
る
温

泉
さ
へえ

あ
り
、
各
地
よ
り
遊
浴
に
出
る
者

も
少
か
ら
ざ
る
地
な
る
が
、
去
る
十
九
日

の
午
後
、温
泉
近
傍
の
山
岳
俄に
わ
かに

震
動
し
、

遂つ
い
に
温
泉
湧
口
の
上
手
よ
り
温
泉
場
の
辺

り
へ
か
け
大
い
に
崩
壊
し
、
人
家
数
戸
を

圧
倒
し
、
即
死
十
三
人
、
負
傷
十
五
人
あ

り
し
旨
、
去
る
二
十
八
日
同
地
よ
り
県
庁

へ
報
告
し
た
り
と
、
但
し
、
此こ

の
報
告
の

斯か

く
遅
延
せ
し
も
の
は
、
全
く
出
水
・
山

崩
れ
の
為た

め
道
路
の
通
行
を
遮
断
せ
し
に

因よ

る
と
い
ふう

…
」〔『
同
』
八
月
三
十
日
〕

　
こ
こ
に
あ
る
龍
神
温
泉
の
被
害
は
、
下
柳
瀬

の
被
害
と
同
様
に
有
名
で
す
。
ま
た
、
八
月
末

頃
ま
で
は
、
交
通
遮
断
の
た
め
通
行
が
ま
ま
な

ら
ず
、
連
絡
も
、
支
援
な
ど
の
物
資
運
搬
も
で

き
な
い
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。し
た
が
っ
て
、

当
時
の
日
高
川
上
流
域
・
旧
龍
神
村
域
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
記
事
・
情
報
は
少
な
い
で
す
。

　
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
発
行
の
『
龍
神

村
誌　
上
巻
』
も
、
い
く
つ
か
の
資
料
を
紹
介

し
な
が
ら
も
、「
わ
が
村
の
明
治
二
十
二
年
水

害
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

♦
龍
神
村
域
の
明
治
二
十
二
年
水
害
古
文
書

　
令
和
四・五
年
度
の
調
査
で
は
、『
龍
神
村
誌
』

で
引
用
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
後
門
外
不
出
と
さ

れ
て
い
た
田
辺
市
龍
神
村
東
の『
杉
谷
家
文
書
』

を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

杉
谷
家
は
、
江
戸
時
代
に
は
東
村
の
庄
屋
、

明
治
初
年
に
は
旧
龍
神
村
域
と
寒そ
う
が
わ川

村
（
現
日

高
川
町
寒
川
）
を
領
域
と
す
る
日
高
郡
山さ
ん

地じ

組

（
明
治
五
年
か
ら
は
第
六
大
区
六
小
区
）
の
大

庄
屋
・
郷
長
・
戸こ

長ち
ょ
う・

副
区
長
・
小
区
長
な
ど
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
二
年
水
害
当
時
の
当
主
は
杉
谷
静

一
郎
、
当
時
四
〇
歳
で
す
が
、
既
に
日
高
郡
役

所
書
記
を
経
て
県
会
議
員
を
一
期
務
め
た
経
歴

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
水
害
時
は
既
に
県
会
議

員
を
退
い
て
い
ま
し
た
が
、
新
設
さ
れ
た
上
山

路
村
の
村
会
議
員
を
長
く
務
め
、
更
に
は
日
高

龍
神
村
域
の
明
治
二
十
二
年
水
害

図 1　明治 22 年の龍神村域

表　明治 22 年水害の被害
県全体 日高郡域

死者 1,221 人 219 人
流失家屋 3,414 戸 593 戸
建物全半壊 3,195 戸 571 戸
浸水家屋 29,148 戸 2,913 戸
山崩れ 31,429 所 7,647 所
橋梁流失・破損 3,275 所 1,083 所
堤防決壊・破損 7,706 所 2,860 所

『和歌山県水害記事』より
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郡
会
議
員
も
務
め
る
人
物
で
す
。

　
静
一
郎
は
生
涯
日
記
を
残
し
て
あ
り
、
明
治

二
十
二
年
水
害
に
関
し
て
も
、
地
元
の
上
山
路

村
を
中
心
と
し
た
被
害
状
況
や
自
分
た
ち
の
行

動
を
克
明
に
記
し
て
い
ま
す（
写
真
、以
下「
静

一
郎
日
誌
」）。

　
『
杉
谷
家
文
書
』
か
ら
は
、
下
山
路
村
大
字

小お

家い
え

の
水
害
被
害
を
記
し
た
手
紙
も
見
付
か
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
田
辺
市
龍
神
村
殿と
の

原は
ら

（
水
害
時
は

上
山
路
村
大
字
殿
原
）
の
旧
家
古
久
保
家
の
古

文
書
も
近
年
田
辺
市
に
寄
贈
さ
れ
、「
水
害
記

録
」（
田
辺
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
古
久
保
家

文
書
』
四
七
〇
、
以
下
「
古
久
保
家
記
録
」）

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
古
文
書
を
中
心
に
紹
介
し
、
旧
龍

神
村
域
の
明
治
二
十
二
年
水
害
被
害
と
、
地
元

の
対
応
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

♦
豪
雨
・
発
災
の
様
子
―
古
久
保
家
記
録
か
ら
―

　
古
久
保
家
記
録
に
大
字
殿
原
の
水
害
時
の
様

子
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

…
明
治
廿
二
年
八
月
十
八
日
午
前
八
時
比ご
ろ

雨
降
出
て
風
荒あ
れ
、
同
夜
ヨ
リ
翌
十
九
日
朝

昨
年
中
ヨ
リ
大
水
ナ
リ
、
風
静し
ず
かニ
ナ
リ
タ

レ
トど

もモ
折お
り
お
り々
大
雨
、夕
方
水
勢
盛
ニ
ナ
リ
、

同
夜
大
雨
篠
ヲ
ミ
ダ
シ
テ
降ふ
り
し
き頻

リ
、
夜

十
一
時
比ご
ろ

電
光
ノ
如ご

と
ク
光
一
発
シ
、
雷
鳴

ノ
如ご
と

ク
一
大
声
ト

とヽ

も

に
モ
ニ
諸
山
崩ほ

う
か
い潰

シ
、

草
樹
根
コ
ジ
ヘ
土
砂
石
ト
一い
っ
せ
い斎

ニ
押お

し
だ出

シ

来き
た

リ
、
河
水
漲み

な
ぎリ

溢あ
ふ

レ
、
弊
宅
門
前
ニ
テ

本
道
ヨ
リ
凡お
よ
そ五

尺
〔
約
一・
五
ｍ
〕
余
上

リ
タ
リ
、
…
今
回
ノ
水
ハ
弊
宅
前
ニ
テ
ハ

〔
川
か
ら
〕直
立
九
間〔
約
一
六
ｍ
〕ナ
リ
、

古
久
保
広
輔
宅
前
ニ
テ
ハ
凡お
よ
そ

拾
弐
間
〔
約

二
一
ｍ
〕
許ば
か
り

ナ
リ
、
同
人
ノ
宅
地
内
ニ
テ

三
四
尺
〔
九
〇
～
一
二
〇
㎝
〕
ノ
深
サ
ナ

リ
ト
云い
う

、
実
ニ
我わ

が
郷
開か

い
び
ゃ
く闢

以
来
ノ
大
洪
水

ト
謂い

うフ
ヘべ

シ
、
山
々
谷
々
ニ
崩ほ

う

潰か
い

シ
大

石
・
大
小
樹
木
根
引
ニ
ナ
リ
シ
マま

まヽ

一
時

ニ
押お
し

出
シ
、
本
川
ノ
辺
ハ
同
様
潰つ

え
、
大
小

枚
挙
ニ
遑い
と
ま

ア
ラ
スず

、
大
ナ
ル
ハ
高
サ
百
間

〔
約
一
八
〇
ｍ
〕
ゟよ
り

弐
百
間
〔
約
三
六
〇

ｍ
〕
ニ
過す
ぎ

、
横
百
数
十
間
谷
々
土
砂
ニ
埋う

ま

リ
タ
ル
、
…
所
々
ノ
梁
橋
ハ
流
失
無
残
、

諸
山
ヨ
リ
大
小
ノ
樹
木
出
流
ス
ル
モ
ノ
幾

百
万
株
ト
モ
不し
る
べ
か
ら
ず

可
知
、
二
十
日
ノ
夜
ニ
至

ル
マ
テで

堪
ヘえ

間
ナ
シ
、
家
屋
ノ
流
失
・
溺

死
人
或あ
る
い
は

山
潰つ

え

圧
死
モ
又
不す

く
な
か
ら
ず

少
、
其そ

の

惨
状

殊こ
と

ニ
甚
シ
ク
言
語
ニ
難の

べ
つ
く
し
が
た
し

述
尽
、
田
畑
ノ
荒

廃
セ
シ
モ
ノ
十
中
八
九
ニ
過す
ぎ

タ
リ
、
残
リ

シ
モ
ノ
モ
水
利
溝
手
大
破
ニ
相あ
い
な
り成

、
本
年

収
穫
ノ
目
的
ナ
シ
、
山
林
・
原
野
ヲ
撰え
ら
ばハ

ズ
崩ほ
う
か
い潰

シ
、肥
草
ヲ
刈か

り
取
ル
ヘべ

キ
所
ナ
ク
、

其そ
の
残
リ
シ
場
所
モ
潰つ
え
ニ
接
シ
、
之こ
れ
ヲ
刈か
ら
ン

ト
欲
ス
ル
モ
深
渕
ニ
薄
氷
ヲ
踏
ム
ノ
恐お
そ
れ

ア

リ
、
山
林
ハ
杉
檜
山
ハ
勿
論
、
良
土
地
ハ

悉こ
と
ご
と
く

潰つ

えヱ
、
立
木
ハ
流
失
シ
、
跡
地
ハ
今

後
植
木
ス
ヘべ

キ
場
所
無こ
れ
な
く之
、川
敷
ハ
埋う
ま
リ
、

川か
わ
べ辺
ノ
田
畑
・
芝
・
藪
地
・
山
林
・
原
野

崩ほ
う
か
い潰
シ
タ
ル
ニ
川
ハ
広
ク
ナ
リ
、
山
林
ハ

前
陳
ノ
如ご
と
ク
ナ
リ
シ
ニ
ヨ
リ
橋
ニ
ナ
ス
ヘべ

キ
木
無こ

れ
な
く之

、
川
支つ

か
え、

道
路
ノ
形か

た
ちチ

サ
ヘえ

ナ

ケ
レ
ハば

郵
線
断
絶
セ
リ
、
役
場
等
ノ
報
告

往
復
ハ
書
翰
ヲ
矢
ニ
ハ
ゲ
テ
弓
ニ
テ
川
ヲ

射い
わ
た渡

シ
抔な

ど
し
て
通
信
シ
タ
ル
ナ
リ
、
今
ニ

川
水
ハ
赤
濁に
ご

リ
ナ
レ
トど

モ
稍や

や々

減
水
シ
タ

レ
ハば

、
不や

む
を
え
ざ
る

得
止
者
ハ
浅
瀬
ヲ
認み

と
めテ

渡
ル
コ

ト
ト
ナ
リ
、
山
乃の

く
ゑえ

た
る
所
ハ
峰
ニ
廻

リ
ナ
ド
シ
テ
往
来
ス
レ
トど

モ
、
婦
女
子
・

小
児
ハ
通
行
ス
ル
能あ
た

ハわ

サざ

ル
ナ
リ
…

と
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
土
砂
崩
壊
、
川
の

増
水
・
氾
濫
、
道
路
・
橋
梁
破
壊
、
山
林
・
農

地
崩
壊
・
荒
廃
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

♦
龍
神
村
域
の
被
害
―
主
に
古
文
書
か
ら
―

　
静
一
郎
日
誌
と
古
久
保
家
記
録
に
は
各
地
の

被
害
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
述

を
中
心
に
、
旧
龍
神
村
域
の
被
害
を
、
日
高
川

の
上
流
域
か
ら
下
流
域
へ
の
順
番
で
紹
介
し
ま

す
。

（
一
）
元
龍
神
村

○
大
字
龍
神
…
湯
本
花
屋
の
龍
神
仁
蔵
方
ヘ
住

民
及
び
入
浴
客
ら
約
三
〇
名
が
集
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
山
崩
れ
で
家
屋
が
埋
ま
り
全
潰
、

一
五
名
（
住
民
八
名
・
浴
客
七
名
）
死
亡
、

温
泉
の
奥
の
在
所
も
大
荒
れ
、
権
之
進
一
家

全
員
死
亡
、
大
字
全
体
で
死
者
二
〇
名
か

○
大
字
小
又
川
…
家
屋
、
山
林
田
畑
の
流
失
は

あ
っ
た
が
死
者
な
し

○
大
字
湯
ノ
又
…
圧
死
八
名
、
榎
本
佐
平
次
の

家
内
が
小
屋
潰
家
の
た
め
死
亡
・
流
失
、
佐

平
次
裏
山
が
山
崩
れ
で
一
時
川
が
せ
き
止
め

ら
れ
湖
と
な
り
、
湯
ノ
又
躍
リ
堂
の
表
ま
で

水
あ
が
る

○
大
字
三
ツ
又
…
死
者
三
名
、
田
地
は
大
体
流

失
、
生
き
残
っ
た
田
畑
約
二
反
、
将
来
の
生

活
の
途
を
失
い
大
字
の
廃
村
・
他
出
が
検
討

さ
れ
る
（
た
だ
し
、
二
年
後
の
明
治
二
十
四

年
時
点
で
一
五
戸
六
三
人
の
記
録
が
あ
り
、

明
治
六
年
の
一
三
戸
五
二
人
か
ら
は
微
増
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
廃
村
・
集
団
移
住
は
結

局
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。）

○
大
字
広
井
原
…
死
者
八
名
（
古
久
保
家
記
録

で
は
七
名
）、
潰
家
・
流
失
若
干

（
二
）
上
山
路
村

○
大
字
宮
代
…
一
七
～
一
八
戸
流
失
又
は
潰

家
、
死
者
七
名

○
大
字
西
…
龍
神
往
来
（
龍
神
温
泉
へ
続
く
旧

道
）
よ
り
下
の
田
地
は
皆
流
失
、
潰
家
・
流

家
各
三
戸

○
大
字
丹
生
ノ
川
…
潰
家
若
干
、死
者
三
名（
古

久
保
家
記
録
で
は
圧
死
六
名
）、
学
校
ほ
か

七
戸
流
失
、
角
太
郎
家
流
失
、
同
人
妻
流
死

○
大
字
殿
原
…
字
藤
ケ
瀬
の
古
久
保
文
右
衛
門

方
の
長
屋
大
破
、
そ
の
他
村
内
潰
家
若
干
、

死
者
九
名

　
上
記
の
ほ
と
ん
ど
の
大
字
で
死
者
を
出
し
て

お
り
、
日
高
川
本
流
・
支
流
と
も
に
流
域
で
多

く
の
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
次
に
、杉
谷
家
の
地
元
で
あ
る
大
字
東
で
す
。

　
大
字
東
の
中
心
地
域
は
、
日
高
川
に
小
字
丹に

生う
だ
い
ら平

・
川か

わ
ぐ
ち口

で
支
流
丹
生
ノ
川
が
合
流
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
更
に
、
丹
生
ノ
川
が
日
高
川
に

合
流
す
る
手
前
で
、
南
の
折お

り
川が

わ
谷
か
ら
折
川
が

丹
生
ノ
川
に
合
流
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

○
寺
の
原
…
山
崩
れ
に
よ
り
潰
れ
る
家
多
数

○
上か
み

ノ
硲は

ざ
…
裏
山
の
崩
れ
に
よ
り
三
軒
潰
れ
る

〇
折
川
筋
…
数
か
所
で
土
砂
災
害
発
生
、
中
で

も
「
石
瀧
ノ
向
イ
」
の
寒
川
与
助
所
有
山
林

が
大
崩
れ
し
て
一
時
土
砂
ダ
ム
が
で
き
、
の

写真　〔杉谷静一郎日誌〕
（『杉谷家文書』仮番号 22-7）
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ち
決
壊
、
中
平
溝
（
農
業
用
水
）
よ
り
下
の

木
は
残
ら
ず
立
木
の
ま
ま
流
失
、
丹
生
ノ
川

と
の
合
流
部
に
あ
る
字
栗
ノ
木
の
田
地
・
字

大
田
の
耕
作
地
は
全
て
流
失
、
川
口
付
近
の

流
路
変
更

○
丹
生
平
…
向
い
に
あ
る
五
味
善
之
右
衛
門
所

有
山
が
大
崩
れ
し
て
一
時
土
砂
ダ
ム
出
現
、

八
軒
流
失
（
古
久
保
家
記
録
で
は
七
戸
）、

一
軒
半
流
れ
、
丹
生
神
社
は
拝
殿
・
長
床
等

が
流
失
、
本
社
半
流
れ
の
大
破
損
、
住
民
は

五
味
録
郎
宅
に
一
旦
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
裏

山
の
白
山
に
登
り
、
そ
れ
か
ら
尾
根
伝
い
に

大
応
寺
に
避
難
し
て
夜
を
明
か
す
、
一
名
流

失
死
亡

○
南
硲
（
字
南
谷
か
）
…
井
谷
の
杉
山
が
崩
れ

て
流
れ
込
ん
だ
た
め
田
畑
皆
荒
れ
、
高
橋
の

廻
り
を
は
じ
め
川
沿
い
の
田
地
は
悉
く
流
失

　
大
字
東
全
体
で
は
、
死
者
は
一
人
と
比
較
的

少
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
田
地
の
約
五
五
％

が
流
失
し
た
と
あ
り
、
大
損
害
で
し
た
。

（
三
）
中
山
路
村

〇
大
字
安
井
…
家
屋
流
失
、
死
者
二
名

〇
大
字
柳
瀬
…
下
柳
瀬
地
区
で
六
地
蔵
の
裏
山

が
大
崩
れ
し
、
小
柳
瀬

表
ヘ
崩
れ
込
ん
で
日
高

川
を
塞
ぎ
一
時
（
約
二

時
間
か
）
大
湖
水
と
な

り
（
図
３
）、
字
八
三
戸

中
七
〇
戸
流
失
、
死
者

八
三
名
、
う
ち
三
軒
は

一
家
全
員
流
死
、
巡
査

の
母
流
死
（
古
久
保
家

記
録
で
は
「
九
十
戸
所

ニ
テ
十
三
戸
残
リ
其そ
の

他

皆
流
失
、
死
者
九
十
四

名
」
と
あ
り
）

　
静
一
郎
日
誌
に
「
旧
山さ
ん

地じ

各
村
ノ
内
ニ
於お

い
テ

此こ

の
下
柳
瀬
ハ
第
一
等
ノ
災
害
ナ
リ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
旧
龍
神
村
内
で
最
大
の
被
害
と
な
り

ま
し
た
。

　
『
水
害
記
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

…
特
ニ
中
山
路
村
大
字
柳
瀬
ノ
如ご
と

キ
ハ
横

凡お
よ
そ

百
間
〔
約
一
八
〇
ｍ
〕
縦
之こ

れ
ニ
称か

な
フう

ノ

巒ら
ん
が
く岳

崩
壊
シ
、
岩
石
相あ

い

触
レ
テ
火
ヲ
発

シ
、
其そ
の

光
閃せ

ん
せ
ん々

ト
シ
テ
電

い
な
ず
まノ

如ご
と

ク
、
其そ

の
響ひ

び
き

轟ご
う
ご
う々

ト
シ
テ
雷
ノ
如ご
と

シ
、
夜
暗
ク
シ

テ
咫し
せ
き尺
ヲ
弁べ
ん
セぜ

スず〔
視
界
が
き
か
ず
〕、

之こ

レ
カが

為た
め
九
十
余
戸
ヲ
埋
没
シ
タ
リ
、

人
其そ
の

異
変
ノ
何
タ
ル
ヲ
知
ラ
スず

ト
雖い

え
ど

モ
…
只た

だ

戦せ
ん
り
つ栗

ス
ル
ノ
ミ
、
已す

で

ニ
シ
テ

木
石
土
砂
重ち
ょ
う
じ
ょ
う畳

堆
積
シ
テ
一
時
川
心

ヲ
塡て
ん
そ
く塞
シ
、
流
水
道
ヲ
失
ヒい

、
瀦ち
ょ
り
ゅ
う留

シ
テ
十
二
三
丈
〔
約
三
六
～
四
〇
ｍ
〕

ノ
深
キ
ヲ
為な

シ
、
家
屋
為た

メ
ニ
泛う

か

フぶ

モ
ノ
六
十
余
、
…
之こ

れ

ヲ
避さ

ク
ル
ニ
処と

こ
ろ

ナ
ク
、
山
中
ニ
在あ

り

テ
未い

ま

タだ

舟
ヲ
見
サざ

ル
モ
ノ
挙あ
げ

テ
家
ヲ
舟
ト
シ
其そ
の

危
険
ニ

遭
ヘえ

ル
心
情
果は

た

シ
テ
如い

か
ん何

ソぞ

ヤ
、
未い

ま

タだ

幾い
く
ば
くナ

ラ
スず

シ
テ
〔
程
な
く
〕
水
其そ

の

圍か
こ
い

ヲ
破
リ
家
屋
与と

も

ニ
流
ル
、
巡
査
某

ノ
如ご
と

キ
ハ
戸
扉
ニ
乗
リ
テ
死
地
ヲ
出

ン
ト
ス
、
激
浪
其そ
の
同
乗
ノ
母
ヲ
援す
く
ハわ

シ
メ

スず

、
却か

え
っテ

他
人
ノ
浮
ヒび

来
ル
モ
ノ
数
名
ヲ

救
ヒい

、
泅し

ゅ
う
え
い泳

シ
テ
以も

っ
テ
山
ニ
達
シ
、
自
余

〔
そ
の
他
〕
八
十
余
人
尽こ
と
ご
とク

流
亡
セ
リ
、

時
ノ
惨
状
憫び
ん

察さ
つ

ス
ヘべ

シ
…

　
表
紙
の
下
柳
瀬
地
区
の
風
景
写
真
は
、
一
時

形
成
さ
れ
た
土
砂
ダ
ム
湖
の
最
高
水
位
と
言
わ

れ
る
高
さ
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
集
落
全

体
が
水
没
し
た
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
、
川
の
往
来
に
は
浮
橋

を
作
っ
て
減
水
時
に
利
用
し
た
そ
う
で
す
が
、

ひ
っ
く
り
返
っ
た
り
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

時
々
決
潰
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

（
四
）
下
山
路
村

○
大
字
福
井
・
大
字
甲か

斐い

ノの

川が
わ
・
大
字
小
家
…

大
荒
れ
、
う
ち
小
家
は
流
失
家
一
七
戸
、
田

地
は
大
体
流
失

と
静
一
郎
日
誌
に
は
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、『
杉
谷
家
文
書
』
か
ら
新
発
見
さ

れ
た
古
文
書
で
は
、
大
字
小
家
（
図
４
）
の
流

失
戸
数
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

大
字
小
家
の
住
民
で
あ
る
伊
藤
重
太
郎
が
、

旧
暦
の
明
治
二
十
二
年
八
月
二
十
八
日
（
新
暦

九
月
二
十
二
日
）
付
け
で
、
地
元
の
被
害
に
つ

い
て
杉
谷
静
一
郎
に
報
告
し
た
「
明
治
廿
二
年

旧
七
月
廿
三・
四
日
大
水
ニ
付つ
き

小
家
村
大
あ
れ

之の

儀
ヲ
記
し
お
く
り
奉

た
て
ま
つり

候
そ
う
ろ
う

事
」
と
い
う
文
書

（
仮
番
号
一
三―

一
〇―

二―

二
三
）が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
は
、「
家
な
が
れ
」
三
三
軒
、 「
半
な

が
れ
」
一
軒
と
あ
り
、
合
わ
せ
て
三
四
軒
で
、

静
一
郎
日
誌
に
あ
る
数
の
倍
に
な
り
ま
す
。
伊

藤
重
太
郎
の
家
も
流
失
し
た
そ
う
で
す
。
同
人

含
む
五
家
は
家
財
を
全
部
流
失
し
て
家
族
全
員

着
の
身
着
の
ま
ま
、
そ
の
他
の
家
も
九
割
の
家

財
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
被
災
し
た
人
が
小
屋
掛
け
し
た
場
所
に
つ
い

て
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
皆
、

被
災
し
た
地
元
で
小
屋
掛
け
し
た
よ
う
で
す

が
、
小
字
中ち
ゅ
う

と
、「
よ
せ
と
」（
不
明
）
に
は
、

小
屋
掛
け
す
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

図３　下柳瀬地区の土砂ダムと「水難者霊位」碑　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　（後誠介氏作成・提供）
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よ
う
で
す
。
災
害
後
の
仮
設
住
宅
・
復
興
住
宅

を
ど
こ
に
建
て
る
か
と
い
う
、
現
代
の
災
害
と

共
通
す
る
課
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
山
つ
え
（
山
崩
れ
）
の
あ
っ
た
場
所
に
つ
い

て
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

〇
小
森
…
五
味
勝
左
衛
門
所
有
の
上
木
お
と
し

山
は
七
～
八
割
が
崩
壊

〇
才
ノ
谷
口
か
ら
菅す
げ

の
間
、「
ふ
ど
う
」
の
所

ま
で
上
下
二
五
間
（
約
四
五
メ
ー
ト
ル
）
の

山
崩
れ

〇
小
字
小
家
…
平
蔵
の
裏
山
で
上
下
約
二
〇
間

（
約
三
六
メ
ー
ト
ル
）
の
山
崩
れ

　
な
お
、
大
字
小
家
で
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た

日
高
川
沿
岸
部
の
集
落
は
、
現
在
、
椿つ
ば
や
ま山

ダ
ム

建
設
に
よ
り
ダ
ム
湖
又
は
日
高
川
河
川
敷
と

な
っ
て
い
る
所
も
多
い
で
す
。

　
先
述
し
た
下
柳
瀬
地
区
の
隣
（
下
流
）
に
あ

る
大
字
福
井
に
つ
い
て
は
『
龍
神
村
誌
』
が
、

『
福
井
郷
土
誌
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
上
福

井
日ひ
う
ら浦

在
所
の
森
口
喜
四
郎
翁
が
大
声
で
住
民

に
避
難
を
呼
び
か
け
、
下
柳
瀬
土
砂
ダ
ム
崩
壊

の
激
流
か
ら
住
民
を
救
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
郷
土

誌
の
現
存
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

旧
龍
神
村
域
の
被
害
状
況
は
以
上
で
す
が
、

静
一
郎
日
誌
で
は
、各
地
の
被
害
記
述
の
後
に
、

附つ
け
たリ

、
山さ

ん
じ地

各
村
杉
・
桧
山
上
等
筋
過か

は
ん半

崩
れ
流
失
す
、
実
に
地
方
の
大
困
乱
と
云い

ふう

べ
し
、
日
高
川
筋
何い

ず
れ
も
土
石
に
て
埋う

ま

り
、
…
各
村
の
道
路
・
溝
等
破
壊
、
此こ

の
姿

に
て
は
流
れ
残
り
の
生い
く
た田

と
雖い

え
どと

も
来
年

よ
り
作
付
出
来
が
た
き
は
必
然
た
り

と
、
林
業
・
農
業
生
産
の
復
旧
が
当
面
見
込
め

な
い
見
通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
古
久
保
家
記
録
も
こ
う
歎
き
ま
す
。

…
吾わ
が
山さ
ん
じ地
郷
各
村
ニ
於お
い
テ
モ
飢
民
少
ナ
カ

ラ
スず

、
…
何
ト
ナ
レ
バ
山
業
ヲ
以も
っ
テ
活
計

ヲ
立た
て
、
官
税
ヲ
全ま
っ
と

フう

ス
ル
ノ
地
ナ
ル
ニ
、

今
日
之の

天
災
ニ
付つ
き

事
業
ハ
自
お
の
ず
か
ら

断
絶
セ
リ
、

道
路
ノ
不
通
ニ
ヨ
リ
米
穀
運
輸
ス
ル
能あ
た

ハわ

スず

、
当
地
ハ
南
部
・
田
辺
及お

よ
び

日
高
口
ゟよ

り
作

物
品
ヲ
運
輸
シ
来
ル
商
人
・
持
人
数
百
人

ナ
リ
シ
ニ
、
旧
盆
前
帰
村
後
今
日
ニ
至
リ

壱
人
ノ
来
ル
モ
ノ
ナ
シ
、差
当
リ
郡ぐ
ん

衙が〔
郡

役
所
〕
ヨ
リ
一
時
ノ
窮
ヲ
救
ハわ

ン
ト
シ
白

米
ヲ
輸
送
セ
シ
、
清
川
村
へ
郡
吏
出
張
シ

同
所
ニに

て而
貸
与
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
シ
モ
、

清
川
ニ
至
ル
道
路
ハ
上
ニ
記
シ
タ
ル
如ご
と

ク

婦
女
子
抔な
ど

ハ
行い

く
コ
ト
ヲ
得え

ずス
、
当
殿
原
ニ

民
戸
百
有
余
戸
ア
リ
、
此こ
の

内
暫
時
ノ
食
料

ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
三
五
名
ニ
過す
ぎ

サざ

ルる

ニ
貸
与

ノ
米
タ
ル
白
米
壱
石
八
斗
ナ
リ
、
何
ヲ
以も
っ

テ
数
百
名
ヲ
救す

く
うフ

ヘべ

ケ
ン
ヤ
、
嗚あ

呼あ

歎
息

之の

極
ニ
タ
ヘえ

ざサ
ル
ナ
リ

♦
杉
谷
静
一
郎
ら
の
水
害
対
応
―
日
誌
か
ら
ー

　
上
記
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
静
一
郎

日
誌
に
は
、
次
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。

附つ
け

タ
リ
、
各
川
ノ
架
橋
悉こ

と
ご
と

ク
流
失
ニ
テ
、

民
食
運
搬
途
絶
シ
、
細
民
飢
饉
ニ
及
フぶ

ヲ

以も
っ

テ
、
丹
生
社
木
ノ
内
疵き

ず
木
ヲ
撰
み
、
静

一
郎
ハ
〔
五
味
〕
録
郎
と
謀は
か

リ
伐
採
シ
、

鳥
ノ
瀬
橋
仮
設
、田
辺
方
面
ノ
道
ヲ
開
ク
、

其そ
の

当
時
日
高
郡
書
記
塩
路
彦
右
衛
門
氏
水

害
ノ
視
察
ト
シ
テ
巡
回
ノ
際
右
事
情
申
告

ス
、
同
氏
日い
わ

ク
掛か

か
ル
緊
急
ノ
場
合
ニ
付つ

き
我

等
ノ
所
置
宜よ
ろ
し

キ
ヲ
告
ラ
レ
タ
リ

　

橋
が
こ
と
ご
と
く
流
失
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
静
一
郎
ら
は
、
本
来
は
事
前
申
請
が
必
要

な
神
社
の
社
木
を
伐
採
し
、
鳥
ノ
瀬
橋
を
仮
設

し
て
田
辺
方
面
へ
の
通
路
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
静
一
郎
ら
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
、
水
害
直
後
か
ら
、
自
分
達
の
生
活
再

建
と
平
行
し
て
地
域
の
救
援
・
復
旧
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
静
一
郎
日
誌
か
ら
、地
域
の
救
援・

復
旧
に
関
わ
る
記
述
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

 

・
八
月
二
十
三
日
、
静
一
郎
、
寺
ノ
原
・
丹

生
平
等
へ
災
害
見
舞
に
廻
る

 

・
二
十
四
日
、
丹
生
神
社
境
内
に
流
れ
着
い

て
い
た
高
橋（
大
字
東
）、小
瀬
橋（
大
字
西
）

等
を
回
収

 

・
二
十
五
日
、
大
字
安
井
に
漂
着
し
た
鳥
ノ
瀬

橋
（
大
字
東
）
を
回
収

 

・
二
十
六
日
、
高
橋
仮
設
工
事
開
始

 

・（
二
十
九
日
、
静
一
郎
娘
富
枝
誕
生
）

・
九
月
六
日
、
旧
第
六
大
区
六
小
区
の
各
村
か

ら
村
長
及
び
村
会
議
員
一
名
ず
つ
が
大
応
寺

（
大
字
東
）
に
集
ま
り
、
洪
水
罹
災
者
救
助

米
の
出
願
等
を
評
議
（
静
一
郎
立
会
）

・
十
三
日
、
静
一
郎
、
高
橋
仮
設
工
事
立
会

・
十
四
日
、
静
一
郎
ら
四
名
、
道
路
・
溝
手
・

井
堰
等
破
損
箇
所
実
地
見
分
（
荒
地
調
）

・
十
五
日
、
静
一
郎
ら
四
名
、
右
調
査
書
類

（
荒
地
調
）
を
静
一
郎
宅
に
て
徹
夜
で
調
整

・
十
六
日
、
静
一
郎
ら
四
名
、
荒
地
調
、
昼
ま

で
に
完
成
、
夜
、
日
高
郡
書
記
塩
路
彦
右
衛

門
が
荒
地
取
調
べ
の
た
め
村
内
止
泊
に
つ
き

静
一
郎
ら
訪
問
し
請
願
の
旨
趣
具
陳
（
日
誌

に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
述
の
神
社
社

木
を
伐
採
し
て
橋
を
仮
設
し
た
件
の
事
後
内

諾
も
得
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
）

 
・
十
七
日
、
荒
地
調
を
役
場
へ
提
出

 

・
二
十
日
、
静
一
郎
ら
、
丹
生
社
境
内
木
を

伐
採
し
て
高
橋
・
小
瀬
橋
を
仮
設
し
た
件
を

郡
長
へ
届
出
（
の
ち
土
井
・
古
屋
谷
に
も
仮

設
）

 

・
二
十
七
日
、
静
一
郎
、
午
前
八
時
～
午
後

五
時
、
上
山
路
村
長
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

国
庫
金
払
下
請
願
の
た
め
「
水
害
図
」「
上

山
路
村
被
害
図
」
正
副
二
葉
を
作
成

 

・
十
月
八
日
、
水
害
一
件
に
つ
き
官
金
拝
借

の
た
め
の
上
京
委
員
を
決
め
る
投
票
の
た
め
、

大
応
寺
に
て
旧
六
小
区
各
村
の
人
民
惣
代
集

会
、
静
一
郎
・
古
久
保
勘
助
が
選
ば
れ
る

 

・
十
二
日
、
静
一
郎
、
小
池
甚
一
郎
（
郡
役

所
職
員
・
元
県
議
）・
西
川
清
（
川
上
村
村

会
議
員
）
等
へ
上
京
の
件
に
つ
き
問
合
せ
の

書
状
出
す
、
旧
山
路
各
村
（
旧
六
小
区
）
四

ヶ
村
の
役
場
へ
、
上
京
の
材
料
と
す
る
被
害

表
取
調
の
照
会
状
出
す

 

・
十
月
十
三
日
、
静
一
郎
、
和
歌
山
県
会
議
長

児
玉
仲ち
ゅ
う
じ児

、
県
議
望
月
右う

な
い内

・
中
松
小し

ょ
う
す
い

翠
ら

へ
上
京
に
つ
き
書
面
出
す

 

・
十
四
日
、
静
一
郎
、
実
父
林
柳
蔵
病
気
の

た
め
上
京
困
難
の
旨
上
山
路
村
長
へ
申
入
れ

　
静
一
郎
は
、
十
月
十
三
日
ま
で
、
国
へ
の
陳

情
の
た
め
住
民
代
表
と
し
て
上
京
す
る
準
備
を

進
め
ま
す
が
、
そ
の
翌
日
、
以
前
か
ら
体
調
の

芳
し
く
な
か
っ
た
実
父
（
寒
川
村
の
有
力
者
林

柳
蔵
、
翌
月
死
去
）
の
容
態
悪
化
の
た
め
、
上

京
を
断
念
し
ま
す
。

　
そ
の
後
の
静
一
郎
日
誌
か
ら
公
的
な
水
害
対

応
に
つ
い
て
の
記
述
は
激
減
し
ま
す
が
、
そ
れ

ま
で
は
、
娘
が
生
ま
れ
た
り
、
親
の
体
調
が
悪

化
す
る
中
、
自
宅
・
実
家
周
辺
の
生
活
再
建
を

一
方
で
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
災
害
復
旧
に
尽

力
し
ま
し
た
。
静
一
郎
と
と
も
に
日
誌
に
名
前

の
挙
が
る
他
の
人
達
も
、
同
様
に
、
各
々
の
立

場
で
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
以
上
、「
山
崩
れ
の
為
め
道
路
全
く
塞
り
」「
出

水
・
山
崩
れ
の
為
め
道
路
の
通
行
を
遮
断
せ
し

に
」
外
部
と
遮
断
さ
れ
た
水
害
直
後
の
日
高
川

上
流
域
の
状
況
が
、
従
来
よ
り
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
藤
隆
宏
）
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文
書
館
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
同
五
年
度
に

か
け
て
、
県
立
博
物
館
な
ど
と
協
力
し
、
田
辺

市
内
で
災
害
関
連
記
録
を
中
心
と
し
た
「
民
間

所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
は
、
文
化
庁
補
助
金
事
業
「
地

域
に
眠
る
『
災
害
の
記
憶
』
と
文
化
遺
産
を
発

掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
に
参
加
す
る
か

た
ち
で
行
い
ま
し
た
。
田
辺
市
の
う
ち
旧
田
辺

市
・
旧
大
塔
村
域
を
対
象
地
域
と
し
、
地
震
・

津
波
・
洪
水
な
ど
過
去
の
災
害
に
関
す
る
記
録

や
記
念
碑
、
言
い
伝
え
な
ど
を
調
査
し
て
今
後

の
教
訓
と
し
、併
せ
て
地
域
の
古
文
書
、仏
像
、

祭
礼
な
ど
文
化
財
の
確
認
も
行
い
、
将
来
の
被

災
へ
の
備
え
や
盗
難
対
策
と
す
る
取
組
で
し
た

（
本
紙
第
六
二
号
参
照
）。

　

同
事
業
終
了
後
の
令
和
四・
五
年
度
は
、
旧

龍
神
村
・
旧
中
辺
路
町
・
旧
本
宮
町
を
対
象
地

域
と
し
て
、
県
立
博
物
館
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
古
文
書

（
民
間
所
在
資

料
）
を
中
心
に

調
査
を
実
施
し

ま
し
た
（
本
紙

「
龍
神
村
域
の

明
治
二
十
二
年

水
害
」
は
こ
の

調
査
の
成
果
で

す
。）。

　
三
年
間
の
調

査
成
果
の
地
域
へ
の
還
元
と
し
て
、
左
記
の
と

お
り
報
告
会
を
田
辺
市
教
育
委
員
会
と
共
催

し
、
田
辺
市
の
文
化
財
担
当
者
も
交
え
て
調
査

成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
六
年
度
は
、
所
在
確
認
を
中
心

と
し
た
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
を
海
南

市
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
文
書
館
で
は
、
知
事
部
局
、
県
議
会
、
監
査

委
員
、
各
種
行
政
委
員
会
及
び
県
出
資
法
人
等

で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
を
引
継
ぎ
・
収
集
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

知
事
部
局
で
作
成
さ
れ
る
公
文
書
は
、「
和

歌
山
県
公
文
書
管
理
規
程
」
に
基
づ
き
保
存
期

間
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
永
久
に
保
存
す
る
文

書
（
以
下
「
永
久
保
存
文
書
」）
と
有
期
限
文

書
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
文
書
館
で
は
、
永
久
保

存
文
書・有
期
限
文
書
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

公
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
、
引
継
ぎ
・
収
集

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
庁
で
作
成
さ
れ
た
永
久
保
存
文
書
は
、
事

案
完
結
よ
り
二
〇
年
を
経
過
し
た
後
に
文
書
館

へ
引
き
継
が
れ
ま
す
（「
引
継
文
書
」）。
令
和

五
年
度
は
二
四
九
冊
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

知
事
部
局
で
作
成
さ
れ
た
有
期
限
文
書
は
、

保
存
期
間
を
経
過
す
る
と
、
そ
の
文
書
に
係
る

事
案
を
所
掌
す
る
課
（
以
下
「
主
務
課
」）
に

お
い
て
廃
棄
決
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
旨
が
各
主

務
課
長
か
ら
文
書
館
長
に
通
知
さ
れ
ま
す
。
文

書
館
で
は
廃
棄
決
定
さ
れ
た
有
期
限
文
書
の
う

ち
歴
史
的
価
値
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
収
集
基
準
に
則
っ
て
選
別
し
、
各
主
務
課
長

に
引
継
ぎ
を
依
頼
し
ま
す
。
そ
の
後
、
有
期
限

文
書
の
内
容
を
実
際
に
確
認
し
、
歴
史
的
価
値

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を「
収
集
文
書
」

と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　
歴
史
的
価
値
を
有
す
る
有
期
限
文
書
の
例
と

し
て
は
、条
例
や
規
則
、県
政
上
の
重
要
施
策・

行
事
に
関
す
る
も
の
や
、
災
害
等
重
要
な
事
件

に
関
す
る
も
の
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
に
は
、
知
事
部
局
全
体
で

三
〇
、四
三
七
件
の
有
期
限
文
書
が
廃
棄
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
本
庁
か
ら
七
三
六

冊
、
各
振
興
局
・
地
方
機
関
か
ら
五
一
三
冊
の

合
計
一
、二
四
九
冊
を
収
集
文
書
と
し
て
収
集

し
ま
し
た
。
収
集
率
は
知
事
部
局
全
体
の
有
期

限
文
書
廃
棄
数
の
約
四・一
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
文
書
館
で
は
、
県
議
会
や
監
査
委
員
、
各
種

行
政
委
員
会
及
び
県
出
資
法
人
等
で
作
成
さ

れ
、
廃
棄
決
定
さ
れ
た
有
期
限
文
書
に
つ
い
て

も
、
知
事
部
局
に
お
け
る
有
期
限
文
書
の
取
扱

い
に
準
じ
て
、
歴
史
的
価
値
が
あ
る
も
の
を

「
受
入
文
書
」
と
し
て
収
集
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
令
和
五
年
度
に
廃
棄
通
知
の
あ
っ
た

一
四
七
冊
の
う
ち
、
六
七
冊
を
受
入
文
書
と
し

て
収
集
し
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
令
和
五
年
度
末
現
在
の

開
館
以
降
の
累
積
冊
数
は
、
引
継
文
書
が

二
四
、一
一
九
冊
、
収
集
文
書
が
一
二
、三
九
七

冊
、
受
入
文
書
が
八
四
八
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
文
書
は
、文
書
館
で
適
切
に
整
理・

保
存
し
ま
す
。
そ
し
て
、
事
案
完
結
後
三
〇
年

が
経
過
し
、
か
つ
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
観
点

に
よ
り
、
公
開
に
支
障
が
な
く
な
っ
た
も
の
か

ら
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
記
載
な
ど
を
理
由
に
公
開
が
制

限
さ
れ
て
い
る
引
継
文
書
の
利
用
に
は
、
情
報

公
開
制
度
に
則
っ
た
手
続
が
必
要
で
す
。
御
利

用
の
際
は
、
県
庁
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
所
定

の
請
求
書
を
御
提
出
い
た
だ
く
か
、
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
に
て
御
請
求
く
だ
さ
い
。

報
告
会

 
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
２
０
２
３
―
命
と
文
化
遺
産
を
守
る
―
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

田
辺
市
教
育
委
員
会
と
共
催

報
告
会
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
２
０
２
３
―
命
と
文
化
遺
産
を
守
る
―
」

主
催
：
和
歌
山
県
立
文
書
館
・
田
辺
市
教
育
委
員
会
（
共
催
）

令
和
六
年
三
月
二
日　
於
：
田
辺
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
た
な
べ
る
」　
一
般
参
加
二
七
名

報
告
１
「
田
辺
市
内
の
津
波
記
念
碑
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課　
中
川
貴
参
事

報
告
２
「
江
戸
時
代
、
田
辺
を
襲
っ
た
地
震
津
波
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
立
博
物
館　
前
田
正
明
学
芸
員

　
報
告
３
「
龍
神
村
域
の
明
治
二
十
二
年
水
害
―
上
山
路
地
区
の
文
書
か
ら
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
立
文
書
館　
藤
隆
宏
主
任

報
告
４
「
昭
和
二
十
八
年
水
害
を
ふ
り
か
え
る
―
請
川
村
役
場
文
書
に
み
る
復
旧
の
よ
う
す
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
立
文
書
館　
西
山
史
朗
文
書
専
門
員

令
和
五
年
度

　
　

公
文
書
の
引
継
ぎ
・
収
集
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平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）に
世
界
遺
産「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
登
録
さ
れ
て
か

ら
今
年
で
二
十
年
で
す
。

　
こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
和
歌
山
県
立
文

書
館
で
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
高
野
山
参
詣

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
展
示
「
世
界
遺
産
登

録
20
周
年　
岩
﨑
家
文
書
に
み
る
、
100
年
前
の

高
野
山
参
詣
」
と
、
実
物
資
料
の
ケ
ー
ス
展
示

「
世
界
遺
産
登
録
20
周
年　
100
年
前
の
高
野
山

参
詣
」（
全
三
回
）
を
開
催
中
で
す
。

　
本
展
示
は
、
当
館
寄
託
の
岩
﨑
家
文
書
か
ら

お
よ
そ
一
〇
〇
年
前
の
高
野
山
と
参
詣
に
関
す

る
資
料
を
取
り
上
げ
て
、
当
時
の
よ
う
す
に
つ

い
て
振
り
返
る
も
の
で
す
。

■
岩
﨑
家
の
高
野
山
参
詣
の
資
料

　
高
野
山
は
、
弘
法
大
師
空
海
に
よ
る
開
創
以

来
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
現
代
で
は
多
く
の
人
が
電
車・バ
ス・

車
で
高
野
山
に
訪
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
光
景

は
近
代
以
降
の
、
電
車
や
自
動
車
の
登
場
に
よ

り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
野
山
と
鉄
道
と
の
関
わ
り
は
、
明
治

三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
、
紀
和
鉄
道
五
条

駅
―
和
歌
山
駅
（
現
JR
和
歌
山
線
五
条
駅
―
紀

和
駅
）
開
通
に
始
ま
り
ま
す
。
以
降
、
大
阪
汐

見
橋
か
ら
国
鉄
和
歌
山
線
橋
本
駅
に
至
る
路
線

が
開
通
し
、
さ
ら
に
高
野
山
駅
（
の
ち
高
野
下

駅
）、
神
谷
駅
（
の
ち
紀
伊
神
谷
駅
）、
極
楽
橋

駅
が
開
業
し
ま
す
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

か
ら
同
五
年
に
か
け
て
神
谷
駅
―
極
楽
橋
駅
―

高
野
山
駅
が
開
通
し
ま
し
た
。
明
治
後
半
か
ら

昭
和
初
期
の
間
は
、
高
野
山
に
至
る
路
線
が
整

備・発
展
す
る
時
期
で
す
。
本
展
示
の
資
料
は
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
の
も
の
で
す
。

　

岩
﨑
家
文
書
の
高
野
山
参
詣
関
係
資
料
は
、

こ
の
当
時
の
鉄
道
時
刻
表
、路
線
図（
写
真
１
）、

鉄
道
会
社
や
店
舗
の
広
告
、絵
葉
書
（
写
真
２
）

の
ほ
か
参
詣
案
内
書
、
大
法
会
の
案
内
状
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
交
通
経
路
、

高
野
山
周
辺
の
宿
屋
、
茶
店
や
そ
の
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
、
高
野
山
の
行
事
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
当
時
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

■
岩
﨑
家
と
神
社
仏
閣
・
景
勝
地
巡
り

　
岩
﨑
家
は
、
紀
三
井
寺
村
（
近
世
に
お
け
る

お
よ
そ
の
範
囲
は
現
在
の
和
歌
山
市
紀
三
井

寺
。
明
治
二
十
二
年
〔
一
八
八
九
〕、
三
葛
・

紀
三
井
寺
・
内
原
・
布
引
・
毛
見
各
村
が
合
併

し
て
「
紀
三
井
寺
村
」）
の
庄
屋
や
村
長
な
ど

を
輩
出
し
た
家
で
、
村
の
運
営
や
家
業
、
移
民

な
ど
様
々
な
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
展

示
の
資
料
は
な
ぜ
残
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
岩
﨑
家
で
は
遅
く
と
も
明
治
時
代
か
ら
、
高

野
山
別
格
本
山
普
門
院
で
当
家
故
人
の
年
忌
法

要
を
行
っ
て
お
り
、
岩
﨑
家
は
定
期
的
に
高
野

山
に
登
っ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
参
詣
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
加
え
て
岩
﨑
家
文
書
に
は
、
近
代
の
日
本
各

地
の
神
社
仏
閣
参
詣
や
景
勝
地
の
観
光
に
関
す

る
資
料
が
一
〇
〇
点
以
上
あ
る
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、千
葉
県
の
成
田
山
、

栃
木
県
の
日
光
、
長
野
県
の
善
光
寺
、
三
重
県

の
伊
勢
神
宮
、
香
川
県
の
金
刀
比
羅
宮
、
さ
ら

に
は
富
士
山
と
い
っ
た
場
所
の
案
内
書
、地
図
、

お
札
、付
近
の
旅
館
の
広
告
や
領
収
書
、鉄
道・

航
路
案
内
、
時
刻
表
、
絵
葉
書
で
す
。
こ
れ
ら

は
前
述
の
高
野
山
の
参
詣
資
料
と
同
じ
種
類
の

も
の
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
点
を
鑑
み
る
と
、
当
時
の
岩
﨑
家
に
は

日
本
各
地
の
寺
社
参
詣
・
名
所
旧
跡
観
光
に
興

味
関
心
を
抱
い
て
い
た
人
物
が
お
り
、
各
地
で

参
詣
・
観
光
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
そ

し
て
参
詣
や
観
光
、
そ
の
地
に
関
わ
る
も
の
を

記
念
、
思
い
出
と
し
て
残
し
、
大
切
に
保
管
し

て
き
た
の
で
し
ょ
う
。高
野
山
参
詣
の
資
料
も
、

こ
の
よ
う
な
参
詣
・
観
光
資
料
の
グ
ル
ー
プ
に

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以
上
の
要
因

も
あ
っ
て
、
参
詣
に
関
す
る
資
料
が
現
在
ま
で

伝
わ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
明
治
時
代
以
降
、
高
野
山
に
至
る
鉄
道
が
整

備
さ
れ
、
鉄
道
会
社
や
宿
屋
、
茶
店
な
ど
ご
と

に
多
種
多
様
な
時
刻
表
や
地
図
、
広
告
、
参
詣

案
内
書
な
ど
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

鉄
道
会
社
な
ど
に
よ
る
高
野
山
の
観
光
地
化
の

な
か
で
生
ま
れ
、そ
の
地
の
特
徴
を
映
し
出
し
、

参
詣
者
を
呼
び
寄
せ
る
も
の
で
し
た
。

　
岩
﨑
家
に
と
っ
て
高
野
山
は
崇
敬
の
対
象
と

し
て
、
か
つ
親
族
の
菩
提
を
弔
う
身
近
な
場
所

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
観
光
地
と

し
て
の
側
面
を
も
つ
場
所
と
し
て
興
味
関
心
の

対
象
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
岩
﨑
家
の

参
詣
・
観
光
資
料
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も

想
像
さ
れ
ま
す
。

（
西
山
史
朗
）

（
参
考
文
献
）

秋
山
文
代
「
近
代
期
に
お
け
る
高
野
山
の
変
容
と
聖
地

管
理
―
観
光
開
発
の
中
で
の
聖
性
保
持
の
取
り
組
み

―
」（『
観
光
学
』
二
二
、二
〇
二
〇
）

パ
ネ
ル
展
示
期
間
（
予
定
）

　
令
和
六
年
六
月
十
四
日
か
ら
令
和
七
年
一
月
十
九
日
ま
で

ケ
ー
ス
展
示
期
間
（
予
定
）

　
第
一
回　
六
月
十
四
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で

　
第
二
回　
八
月
九
日
か
ら
十
月
二
十
四
日
ま
で

　
第
三
回　
十
月
二
十
五
日
か
ら
一
月
十
九
日
ま
で

＊
展
示
中
及
び
過
去
の
ケ
ー
ス
展
示
は
、
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

世
界
遺
産「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」登
録
20
周
年
記
念

　
  

高
野
山
参
詣
資
料
の
展
示
紹
介

写真１　高野山御参詣道しるべ（岩﨑家文書 2623）

写真２ 高野名所絵はがき（封筒）
（岩﨑家文書 5985 － 39）
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令
和
五
年
度
に
文
書
館
に
寄
贈
・
寄
託
い
た

だ
い
た
古
文
書
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、今
後
番
号
付
け
、目
録
作
り
、

複
製
物
作
成
な
ど
、
皆
様
に
利
用
い
た
だ
く
た

め
の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
整
理

中
の
文
書
は
、
出
納
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、

御
利
用
に
な
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
御
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
当
館

に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

塩え
ん
や冶
家
文
書

　
平
成
三
十
年
度
に
寄
託
さ
れ
た
塩
冶
家
文
書

の
追
加
寄
託
約
一
〇
〇
点
で
す
。

　
今
回
寄
託
分
は
、
ほ
と
ん
ど
が
塩
冶
応ま
さ

太た

郎ろ
う

に
関
す
る
も
の
で
、
地
震
学
の
研
究
資
料
、
自

費
出
版
し
て
い
た
雑
誌
『
潮
風
』（
応
太
郎
の

論
考
等
を
収
録
）、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

の
応
太
郎
葬
儀
関
係
資
料
な
ど
で
す
。

　
応
太
郎
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
物
理
学
科
を
卒
業
し

て
大
学
院
に
進
学
す
る
と
と
も
に
研
究
職
を

得
、
黎
明
期
の
地
震
科
学
研
究
に
携
わ
り
ま

し
た
が
、
同
三
十
二
年
か
ら
海
軍
兵
学
校
の

教
官
と
な
り
ま
し
た
。
同
校
に
は
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
ま
で
勤
務
し
、
同
六
年
か
ら
同

十
年
ま
で
粉
河
中
学
校
の
嘱
託
教
授
も
勤
め
ま

し
た
。

名
手
由
兵
衛
家
文
書
（
海
南
市
黒
江
）

　
平
成
十
年
度
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
「
名
手
家

文
書
」
一
、九
七
三
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
手
由
兵
衛
家
は
、
明
治
期
以
降
、
肥
料
会

社
を
中
心
と
す
る
会
社
経
営
、
現
海
南
市
内
外

に
多
く
の
土
地
を
集
積
し
て
開
発
す
る
地
主
経

営
を
行
い
、
地
場
産
業
や
県
内
の
有
力
企
業
に

出
資
す
る
な
ど
も
し
た
大
商
人
で
し
た
。
こ
れ

ら
経
営
に
関
連
す
る
資
料
が
多
く
残
り
ま
す
。

　
特
に
現
海
南
市
中
心
市
街
地
、
琴
ノ
浦
、
黒

江
地
区
な
ど
の
埋
め
立
て
を
は
じ
め
と
す
る
開

発
、
市
役
所
庁
舎
の
移
転
な
ど
に
関
す
る
多
く

の
地
図
・
図
面
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
同
市
域

の
発
展
過
程
を
物
語
る
重
要
資
料
と
い
え
ま
す
。

■
利
用
方
法

♦
閲
覧
室
受
付
に

あ
る
目
録
等
で
必

要
な
資
料
、
文
書

等
を
検
索
し
、
閲

覧
申
請
書
に
記
入

の
う
え
受
付
に
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。
文
書
等
利
用

の
受
付
は
閉
館
30

分
前
ま
で
で
す
。

♦
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、　

　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認
申

　
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。

　
開
館
時
間

　
　
♦
火
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
♦
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日

♦
月
曜
日
（
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る　

　
　
　
　
　
　
と
き
は
、
そ
の
後
の
平
日
）

♦
年
末
年
始　
12
月
29
日
～
１
月
３
日

♦
館
内
整
理
日

　
・
１
月
４
日

　
　
（
月
曜
日
の
と
き
は
、
５
日
）

　
・
２
月
～
12
月　
第
２
木
曜
日

　
　
（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

　
・
特
別
整
理
期
間　
10
日
間
（
年
１
回
）

■
ア
ク
セ
ス

♦
JR
和
歌
山
駅
・
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら

　
バ
ス
で
約
20
分

♦
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

令
和
五
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

塩冶応太郎「坊間に伝へられて居る
将来に於ける紀州沖の大地震に就て」
　　　   　（『潮風』第 28 号、昭和９年）

「〔名手由兵衛宛岡崎邦輔書簡〕」
大正 12 年９月 22 日（資料番号 19-2-29-1）

関東大震災が発生した９月１日の翌２日に名手由兵
衛が送った見舞状の返信です。
冒頭には、見舞状が到達したのは 22 日であったこ
とが書かれています。

文
書
館
の
利
用
案
内

 

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
66
号

　
令
和
６
年
９
月
30
日
　
発
　
行

　
編
集
・
発
行
　
和
歌
山
県
立
文
書
館

　
　
〒
六
四
一‒

〇
〇
五
一

　
　
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七‒

三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
く
に
志
学
館
内

　
電　
話
　
〇
七
三‒

四
三
六‒

九
五
四
〇

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
三‒

四
三
六‒

九
五
四
一

　
印　
刷
　
白
光
印
刷
株
式
会
社

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/index.html

  ホームページアドレス

  和歌山県歴史資料アーカイブアドレス

N

●市役所

●県庁 和歌山城

和歌
山市
駅

紀ノ川大橋
紀ノ
川

南海
本線

けやき大通り

高松北バス停

高松バス停

至和歌浦

至天王寺

至海南

和歌山県立文書館
（きのくに志学館２階）

中
央
通
り
（
国
道
42
号
）

国
体
道
路

JR
和
歌
山
駅

JR
紀
勢
本
線

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー


